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児
童
手
当
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

受
給
す
る
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す
！

　
６
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者
で
、
ま
だ
児
童
手
当
の

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
目
に
申
請
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請

求
は
、
今
年
９
月
30
日
ま
で
受

け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特
例

的
に
４
月
１
日
（
ま
た
は
支
給

要
件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
９
月
30
日
を
過
ぎ
て
申
請
さ

れ
た
場
合
は
、
申
請
し
た
翌
月

か
ら
の
支
給
に
な
り
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
の
支
給
は
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方
、転

入
し
た
方
は
早
め
に
手
続
き
を

　
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方
、転

入
し
た
方
な
ど
は
特
に
早
め
の
申

請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
場
合
の
児
童
手
当
は
申

請
し
た
日
の
翌
月
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、該
当
す
る
方
は
早

め
に
子
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
が
遅
れ
る
と
遅
れ
た
月
分
の

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

「
い
い
や
ま
」
を
全
国
的
に
ブ
レ
イ
ク
さ
せ
よ
う
！

　

市
で
は
、
市
内
の
商
工
業
経

営
者･

管
理
者･

後
継
者
な
ど

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
飯
山
商

工
会
議
所
と
連
携
を
図
り『
飯

山
経
済
塾
』を
開
講
し
てい
ま
す
。

　

経
済
塾
は
、
従
来
型
の
産
業

に
加
え
て
新
分
野
に
も
対
応
で

き
る
経
済
人
の
育
成
を
支
援
す

る
た
め
、ま
た
、異
業
種
交
流
が

生
ま
れ
る
よ
う
な
経
済
活
動
の

土
壌
を
造
り
、
将
来
的
に
は
飯

山
ブ
ラ
ン
ド
を
生
み
出
し
て
い
く

た
め
の
基
礎
と
す
る
講
座
で
す
。

　

全
６
回
講
座
で
、
第
３
回
ま

で
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
第
４

回
か
ら
第
６
回
ま
で
は
将
来
の

飯
山
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
向
け

飯
山
経
済
塾 

第
４
講
を
開
催
し
ま
す

て
の
考
え
方
や
進
め
方
の
研
究

な
ど
を
予
定
し
てい
ま
す
。

　

具
体
的
に
は「
飯
山
の
魅

力
と
は
何
か
」「
飯
山
を
ブ
ラ

ン
ド
化
す
る
た
め
に
は
何
を
す

べき
か
」「
ど
う
や
って
魅
力
を

発
信
し
て
行
く
の
か
」な
ど
を
、

全
国
各
地
の
産
業
と
地
域
の

活
性
化
に
携
わ
って
来
た
西
川

り
ゅ
う
じ
ん
氏
を
講
師
に
招
い

て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
の
で
、

商
工
関
係
者
の
皆
さ
ん
だ
け
で

な
く
、一
般
の
市
民
の
皆
様
も

こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
お
聴
き
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

飯山経済塾  第４講
『“ いいやま ” を全国的にブレイクさせよう！』

昨今の焼酎ブームの火付け役で、「六本木ヒルズ」「表
参道ヒルズ」のコンセプト作りに携わり、アッシー、
ジモティなどトレンド用語の生みの親でもある、西川
りゅうじん氏の “ 楽しい・簡単・わかりやすい ” 講座
です。
■講師  西川りゅうじん 氏
マーケティングコンサルタント。一橋大
学卒業。本格焼酎マーケティング研究
会座長として昨今の焼酎ブームの演出
に携わるなど、各地の大小の企業や行
政に対する実践的コンサルは定評があ
る。東京工業大学、早稲田大学で非
常勤講師、拓殖大学客員教授を歴任。
昨年の森林セラピー基地全国サミット
での講演以降も度 来々飯し“ 飯山ファン”を自認する。
■お問い合わせ
　飯山商工会議所相談課 ☎�２１６２
 （市役所商工観光課
　☎� 3111  内線 211でも受け付けています）

 ９月２９日 ㊎  午後７時から９時まで
 飯山商工会議所 ２階

 

「
３
年
近
く
、
長
野
県
内
や

他
県
の
物
件
を
探
し
回
り
ま

し
た
」
と
話
す
の
は
、
昨
年
仕

事
を
退
職
し
、
今
年
４
月
に

東
京
か
ら
飯
山
市
へ
転
入
し
た

庄し
ょ
う
じ司
弘ひ
ろ
し志
さ
ん
59
歳
。

　
若
い
頃
か
ら
考
え
て
い
た
と

い
う
「
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
」
の

た
め
、
全
国
数
十
か
所
の
物
件

を
見
て
き
た
と
い
う
庄
司
さ
ん

で
す
が
、
条
件
に
合
っ
た
い
く

つ
か
の
候
補
地
の
中
か
ら
最
後

は
「
見
に
来
た
と
き
の
黄
金
色

の
田
ん
ぼ
に
魅
せ
ら
れ
て
」
太

田
地
区
の
曽
根
に
決
定
、
現
在

住
宅
を
新
築
中
で
す
。

 

「
今
は
農
業
を
勉
強
中
で
す
。

実
際
に
や
っ
て
み
る
と
考
え
て

い
た
以
上
に
大
変
で
す
ね
」
と

活用が始まっています

飯山市内定住・回帰支援住宅
建設促進事業

　
児
童
手
当
は
小
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、
所
得
が
一
定
額
未
満
（
所
得
制
限
限
度

額
表
参
照
）の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
対
象
児
童
は
昨
年
度
ま
で
は
小
学
校
３
年
生
ま
で
で
し
た
が
、

今
年
度
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、併
せ
て
所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
、今
ま
で
所
得
制
限
で
受
給
で
き
な
かった
方
も
受
給

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

17 年中の扶
養親族等の数

児童手当 特例給付
（国民年金
　   加入者等）

（厚生年金 ･
共済等加入者）

所得額 所得額
0 人 460.0 532.0
1 人 498.0 570.0
2 人 536.0 608.0
3 人 574.0 646.0
4 人 612.0 684.0
5 人 650.0 722.0

17 年中の所得制限限度額（単位：万円）

※１　所得の状況によっては上記所得制限限
度額に加算される場合があります。
※２　扶養親族等の数は、税法上の控除対
象配偶者及び扶養親族の数をいう
※３　支給額は第１子、第２子がそれぞれ月
額 5,000 円、第 3 子以降は月額 10,000 円

児童手当の手続きに必要なもの
◇印鑑◇請求者の保険証の写し◇請求者
名義の振込口座番号の控え◇転入の方は
前住所地の市区町村発行の所得証明書

（今年1月1日に飯山市に住所がなかった方）

お
問
い
合
わ
せ
先

 

教
育
委
員
会
子
ど
も
課

 

子
育
て
支
援
係

  

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
６
３

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
ご
案
内

　

高
齢
者
に
お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
症
・
重
症
化
予
防
の
た

め
、イ
ン
フ
ルエン
ザ
の
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す
の
で
、希
望
さ
れ

る
方
は
接
種
し
て
く
だ
さい
。（
義

務
接
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

対
象
者　
飯
山
市
に
住
所
の
あ

る
方
で
①
接
種
日
現
在
で
65
歳

以
上
の
方
②
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
方
で
心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器

等
に
重
い
病
気
の
あ
る
方（
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）

実
施
期
間　
平
成
18
年
10
月
１

日
～
18
年
12
月
31
日（
医
療
機

関
に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
）

接
種
場
所　
飯
山
市
が
委
託
し

た
医
療
機
関
に
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　
希
望
者
は
市
が
委

託
し
た
医
療
機
関
に
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さい
。

接
種
費
用 

自
己
負
担
１
０
０
０

円
で
１
回
の
接
種
が
受
け
ら
れ
ま

す
。（
１
人
１
回
限
り
、
生
活
保

護
世
帯
の
方
は
、
自
己
負
担
が

免
除
に
な
り
ま
す
）

委
託
予
定
医
療
機
関
名 

◇
飯

山
赤
十
字
病
院 

☎
�
４
１
９
５

◇
片
塩
医
院 

☎
�
２
１
３
６
◇

清
水
医
院 

☎
�
２
３
５
１
◇
小

田
切
医
院 

☎
�
２
０
３
９
◇
戸

狩
診
療
所 

☎
�
３
９
９
５
◇
服

部
医
院 

☎
�
２
８
１
６
◇
畑
山

医
院 

☎
�
２
８
８
８
◇
北
信
州

診
療
所 

☎
�
１
２
０
０
◇
北
信

総
合
病
院 

☎
０
２
６
９（
２
２
）

２
１
５
１
◇
ほ
か
市
外
医
療
機
関

お
問
い
合
せ
先　
市
役
所
保
健

福
祉
課 

健
康
増
進
係

　
☎
�
３
１
１
１  

内
線
１
８
２

　市報 7 月号でもお知らせした飯山市内定
住・回帰支援住宅建設促進事業を活用し、
飯山市へ移住した方にお話を伺いました。

言
い
ま
す
が
、
近
所
の
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
達
に
教
わ
り
な
が

ら
、
畑
や
田
ん
ぼ
の
世
話
を
す

る
毎
日
は
と
て
も
充
実
し
て
い

る
ん
だ
と
か
。
ま
た
仕
事
な
ど

の
関
係
で
現
在
は
離
れ
て
暮
ら

し
て
い
る
家
族
や
友
達
に
驚
か

れ
る
ほ
ど
、
心
身
共
に
健
康
に

な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

現
在
パ
ソ
コ
ン
を
勉
強
中
。

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
し

て
こ
の
制
度
や
、
飯
山
市
の

す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
け
た

ら
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「家の周りの田園風景
は飽きないですね」と
話す庄司さん。

●飯山市内定住・回帰支援住宅建設促進事業とは
　市外から飯山市へ移住し、新たに住宅を建設・
購入する方や、新たにアパートを建設する方に対
し、建設費や上下水道負担・加入金、ＣＡＴＶの
宅内引込などの工事費に対し支援を行うなど、定
住対策と民間事業者の経済活動の促進を図ろうと
する制度。

　詳しくは市役所都市計画課☎� 3111までお問
い合わせください。

専門の相談員が無料でご相談に応じます
交通事故に関する自賠責・任意保険の無料相談

　自動車保険請求相談センターは、自賠責保険 ( 強
制 )・自動車保険 ( 任意 ) の相談に応じています。
相談は一切無料です。電話相談も受け付けますの
でお気軽にご利用ください。
■相談受付時間
　月曜日～金曜日（祝日除く）
　◇午前９時～ 12 時　◇午後１時～５時
※毎月第２・第４木曜日の午後１時～４時には弁護
士面談も行っています。予約制ですので、ご希望
の方はあらかじめご連絡ください。
■ご相談は

（社）日本損害保険協会 関東支部
　松本自動車保険請求相談センター
　☎0263（35）7790

10 月は労働保険適用促進月間です
中野労働基準監督署、飯山公共職業安定所

　労働保険（労災保険・雇用保険）は業種や事業規模の大小
にかかわらず、労働者を一人でも雇用する場合は、必ず加入しな
ければならない国の保険制度です。
◇労災保険…労働者が業務上や通勤中に負傷・病気・死亡な
どの場合に、労働者や遺族を保護するため必要な給付などを行
います。
◇雇用保険…労働者が失業したり雇用の継続が困難な場合に
生活や雇用の安定を図るとともに、再就職促進のため必要な給
付などを行っています。
　いずれも欠かすことのできない重要な制度です。まだ未加入の事
業主の皆さんは、この機会に制度を理解されて一日も早く加入しま
しょう。


